
 

算数科における「活用力」を育てる学習指導の工夫（第二年次） 

－身に付けさせたい数学的な考え方を明確にした「対話的な学び」を通して－ 

 

長期研究員 渡邊 佳央里 

≪研究の要旨≫ 

全国学力・学習状況調査等の結果分析から，獲得した知識・技能を生活や学習に活用しようとする力や態度の育

成が本県の課題であることが分かった。そこで本研究では，「教材との対話」「他者との対話」「自分との対話」と

いう三つの視点からの「対話的な学び」を通して，知識・技能を活用することへの意識を高めるとともに，数学的

な考え方のよさを感じ取らせることにより，「活用力」を育てることを目指し，実践を行った。 

                 

Ⅰ 研究の趣旨 
算数科では，従来から問題解決的な学習展開が重視さ

れてきたが，今までの自分の指導を振り返ると，その展

開が形骸化していたことは否めない。また，言語活動の

充実を意識し，再生・予想活動などの設定や学習形態の

工夫をしてきたが，指導の意図や学習の目的が不明瞭で

あったため，児童の考えを広げ，深めさせることができ

なかった。そのため，数学的な考え方※１のよさを実感さ

せるまでに至らず，課題解決に既習の知識・技能を活用

しようとする力を育てることができなかった。この反省

に基づき，学習指導の工夫・改善が必要であると考えた。 
そこで本研究では，今までの生活経験や獲得した知

識・技能を生かして課題解決する力を「活用力」ととら

え，学習指導の工夫・改善を目指すこととした。「活用力」

の育成には，数学的な考え方のよさを感じとらせ，知識・

技能を生きて働くものとして習得させる必要があると考

える。そのため，主体的に課題解決に向かおうとする「教

材との対話」，数学的な表現を関連付けて他の児童と交流

し，考えを深める「他者との対話」，自分の学びを振り返

り，メタ認知を働かせる「自分との対話」の三つの視点

に基づく「対話的な学び」の実現を目指すこととした。 
「対話的な学び」を通して，分かっていることやできる

ことと新たな情報を結び付け，他の児童との相互交流の

中で考えを整理したり，試行錯誤したりしながら理解を

深めていく姿や，本時の学びを次の学びへつないでいこ

うとする姿を求めていきたい。 

一年次の実践から，「活用力」の育成は「自分との対話」

を通して，自分の学びを深く振り返らせることが重要で

あり，そのためには，「教材との対話」「他者との対話」

の充実が必要であることが分かった。そこで二年次は，

一年次の課題となった「他者との対話」の充実に重点を

おいて「自分との対話」が深まるよう実践を行った。 
※１ 本研究では，筋道を立てた考え（演繹的・帰納的・類推

的な考え方など）や統合的・発展的な考え方及び数学的な

内容に関係した考え方（単位の考え・アルゴリズムの考え・

概括的把握の考え・式についての考えなど）ととらえる。 

Ⅱ 研究の概要 

１ 研究仮説 

算数科の学習において，以下の視点に基づいて身に付

けさせたい数学的な考え方を明確にした「対話的な学び」

を展開すれば，「活用力」を育てることができるであろう。 
【視点１ 教材との対話】問いから，課題を見いだす。 

【視点２ 他者との対話】多様な数学的な表現を関連付ける。 

【視点３ 自分との対話】学びを振り返る。 

２ 研究の内容 

(1)【視点１ 教材との対話】を可能にする工夫 

教材との出合わせ方を工夫し，児童の問いを引き出す。

その問いを学級全体の課題として共有させ，見通しをも

って解決に向かわせる。児童が主体となり課題を追求で

きるように，以下の手立てを講じる。 
① 問いを引き出す工夫 

本時で身に付けさせたい数学的な考え方に即した問

いを引き出すため，問題場面の設定や提示の仕方を工夫

し，教材と主体的に向き合わせる。 

② 課題を共有し，見通しをもって解決に向かわせる工夫 

一人一人の問いを全体の課題とするため，この時点で

の気付きを伝え合わせたり，何が問題なのかを整理させ

たりする。また，見通しをもって解決に向かわせるため，

既習事項との違いや解決方法について話し合わせる。 
(2)【視点２ 他者との対話】を可能にする工夫 

自分の発想や考えを基に，協働して学びを深めていく

ことにより，思考を共有し，よりよい考えへと再構成さ

せる。他の児童との交流を通して，思考過程を整理しな

がら，よさを実感させるため，以下の手立てを講じる。 
① 思考を共有させる工夫 

思考過程を共有・吟味しながら再構成させるため，言

葉，数，式，図，表，グラフなど様々な数学的表現を相

互に関連付けて説明させる活動を行う。 
② 数学的な考え方のよさを実感させる工夫 

本時の学習で獲得した数学的な考え方を明確にし，よ

さを再確認させる問題を精選して，取り組ませる。 
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(3)【視点３ 自分との対話】 

本時の学習内容や活用した考え方，自分自身の学びを

振り返り，学んだことを次の学びに生かそうとする意欲

をもたせる。観点を明確にして自分の学びを振り返らせ

るため，以下の手立てを講じる。 
① 観点を明確にした振り返りの工夫 

観点を明確にした学習の

振り返りを行い，次の学びへ

の意欲を高めるため，「つな

ぐカード」（図１）を活用し

て，次の三つの観点で学習の

振り返りを記述させる。 

ア内容知（本時の学習で分かったことや分からなかったこと） 

イ方法知（本時の学習で使った考え方やアイディア， 

方法について気付いたこと） 
ウ自分知（自分自身の学びを振り返って感じたこと） 

３ 授業の実際（研究対象 小学校４年生 ２クラス 38名） 

(1) 単元計画の工夫 

児童に数学的な考え方のよさに気付かせ，そのよさを

実感させるためには，教師自身が身に付けさせたい数学

的な考え方を明確にして，それぞれの対話を行わせる必

要がある。そこで，身に付けさせたい数学的な考え方を

明確にして授業を構想するため，単元全体のつながりを

意識できる単元計画を作成した（図２）。単元計画は，

この単元で求める児童の姿を具体的に想定し，単元の目

標や児童の実態を考慮しながら，検証問題や１単位時間

ごとの学習を構想していった。また，１単位時間の学習

計画には，評価規準に加え，この時間で身に付けさせた

い数学的な考え方や引き出したい問いを明記した。単元

を通して目指す児童の姿や引き出したい問いを明確にし，

身に付けさせたい力や必要な学習活動を計画的に位置付

けることで，三つの視点に基づく「対話的な学び」の充

実につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 授業実践Ⅰ「式と計算」（総時数９時間） 

数学的活動を通して，式に表すよさに気付き，日常生

活の他の問題解決に生かす児童の姿を目指し，構想した。 

① 問いを引き出す工夫（視点１） 

問題場面と式を関連付け，式の意味に着目させるため，

２枚の場面絵のみを提示し，読み取れる情報を自由に交

流させた。場面の違いを明らかにした後に，式を提示し

たことで，「式の違いは問題場面に関係があるのではな

いか」という問いを引き出すことができた。 

② 課題を共有し，見通しをもって解決に向かわせる工

夫（視点１） 

個の問いを学級全体の課題とするために，問題に対す

る気付きをノートに記述させたり，発表させたりした。

それを基に話し合うことで，本時の課題や解決の方法な

どを共有させた。 

③ 思考を共有させる工夫（視点２） 

 式に表すよさに気付かせるため，式の意味を図や問題

場面と関連付けながら考えさせた。ある児童が描いた図

の表す意味を，問題場面と関連付けながら話し合うこと

で，考えが整理できた。また，図と式を対応させること

で「式は，問題場面を簡潔に表すことができ，意味がと

らえやすくなる」ことに気付くことができた。この話合 

いで，思考を共有したこと

で，児童は，必要な数値と

言葉を書き込んだ図を完

成させ，式の意味理解を深

めることができた（図３）。 

④ 観点を明確にした振り返りの工夫（視点３） 
適用問題に取り組ませることによって，式に表すよさ

を実感させた後，三つの観点で振り返りを記入させた。

方法知の記述には，よりよ 

い方法や，自分の考え方に

足りなかった部分への気

付きに関する表記が見ら

れ，自分の考えを再構成で 

きたことが見て取れる（図４）。しかし，自分の学びのよ

さを実感できず，学習の意味理解が不十分な場合は，観

点が曖昧な記述や漠然とした表現が多く見られた。 

(3) 授業実践Ⅱ「がい数を使った計算」（総時数７時間） 

日常の事象における場面を概括的に把握するよさに

気付き，目的に合った処理の仕方を，統合的・発展的に

考え，日常生活の他の問題解決に生かす姿を目指し，構

想した。 

① 課題を共有し，見通しをもって解決に向かわせる工

夫（視点１） 

自力解決を形式的に一度だけの機会とせず，他の児童

との交流によって，新たな見通しが共有されたところで，

図３  

図１ 「つなぐカード」 

 

☆単元名☆  式と計算  

★つなぐカード★  

「つなぐカード」には、次のことを書きましょう♪  
★学習のこと       
★考え方のこと     

★自分自身のこと  学習をふり返って，どんなことを思ったかな？  

学習する前とちがうところはあるかな？  

4 年  組  番  名前  

図２ 単元計画 

数学的な考え方 

  

 

 

引き出したい問い 

単元の目標 児童の実態 

「概数を使った計算」単元指導計画（７時間）・案 

検証問題 

 評価規準 

 

１ 和や差の見積もり ２ いろいろな見積もり ３ 積や商の見積もり 

４ 学習のまとめ 

５ 学んだことを使おう ６ 学んだことを使おう 

児童像 

今後の学習内容との関連  

 
概算をするときは，目的に合わせて見積もる必要があることに気付く（概括的把握）  
目的の違いを根拠に，見積もりの方法を使い分ける必要があることを考える（統合的）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
考 切り上げたり，切り捨てたりするしかたが，どのようなときに便利かを考えている。 
知  切り上げ，切り捨ての意味や目的を理解している。 

どうして四捨五入でうまくいかないのかな？  
足りなくないようにするには？必ず越えるようにするには？ 

時間も概数で捉えることで，概算することができることに気付く（概括的把握）  
概算が活用できる場面を，買い物場面から生活時間を見立てる場面などへ拡張して考える（発展的）  
朝の活動の何がいけないのかな？時間にも概算が使えるのかな？  

概算を使うとどんないいことがあるのかな？  
 関 概算をすることで見通しをたてることができるよさに気付き，生活場面に概算を用いようとしている。  

考 目的や条件に合った見積もりの仕方を考え，説明している。  
 

目的に合わせて，概算の仕方を使い分けることができる（概括的把握）  
目的の違いを根拠に，見積もりの方法を使い分ける必要があることを説明する（演繹的・発展的）  

どんな見積もりをすればいいのかな？  
この見積もりでいいのかな？  

 考 目的や条件に合った見積もりの仕方を考え，説明している。  
技  目的や条件に合った見積もりができる。  

概算すると，見通しがたてられるよさに気付く（概括的把握）  
四捨五入を用いて，積や商を見積もる方法を説明する（演繹的）  
 

考 目的に応じて，計算の結果のおよその大きさを判断している。  
技 目的に応じて，計算の結果を概数で見積もることができる。  

どんな見積もりをすればいいのかな？  
積・商はどうやって見積もるのかな？  

 

 
計算結果の見積もり 
測定値の見当  
第３学年  １００００より大きな数  
第４学年  大きな数 
     がい数  

第４学年 小数と整数のかけ算，わり算  
 

図４ 方法知の記述 
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二度目の自力解決に取り組ませた。 

児童は類似問題場面に対して，板書された内容から，

新たな見方で解決方法を選択し，自力解決に向かうこと

ができた。 

② 思考を共有させる工夫（視点２） 

 概算の仕方を演繹的に説明させるため，他の児童が考

えた式の続きを予想させ，立式の理由を話し合わせた。

複数の考えの比較検討から，どの位で四捨五入すること

がより合理的なのかに気付かせた。身に付けさせたい数

学的な考え方を明確にしておくことで，話し合わせる内

容が焦点化され，話し合う場や個人で考える場を意図的

に設けることができ，思考を整理し，理解を深めること

ができた。 

③ 数学的な考え方のよさを実感させる工夫（視点２） 

 概括的に把握するよさを実感させるため，代金の合計

を，どう予算に近づけるかを考えさせた。既習事項を振

り返りながら課題を解決することによって，概算するこ

との意義や有用性を実感させることができた。前時の学

習場面や学習内容を，次時の導入場面にも活用していく

ことで，学びの連続性を意識させることができた。 

④ 観点を明確にした振り返りの工夫（視点３） 
これまでの実践から，４年生の段階では，観点の例示

だけでは，学習の振り返りを記述することは難しいとい

う課題が見えてきた。そこで，書き出しの言葉を提示し

て，振り返りを記述させたところ，どんなことが分かり，

どんな方法で解決し， 

どんなことを思ったの 

かを表現させることが 

できた（図５）。 

書き出しの言葉の設定に当たっては，教師が身に付け

させたい数学的な考え方を踏まえ，本時で振り返らせた

い内容を想定しておく必要がある。はじめは教師主導型

であっても，このような活動を継続することで，記述内

容は深まり，自らの言葉で学びを振り返ることのできる

児童が育成させるものと考える。 

Ⅲ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

一年次研究では，

既習事項を生かし

て課題解決する姿

や，理解したこと

を使おうとする姿

を引き出すことが

できた。二年次の 

実践においては，他の児童との交流を促し，多様な数学

的な表現の関連付けを図ってきたことで，学習内容の理

解の深まりと主体的に課題解決する力の向上が見られた。

これらの成果は，実践後に行った検証問題（福島県で実

施している「定着確認シート」を基に作成した記述式等

の問題）の正答率からもうかがえる（図６）。 

また，振り返りの観点を明確にした「つなぐカード」

に継続して取り組ませたことにより，自分の学びを自覚

し，考えの深まりを実感した記述が増えた。実践前後に

行った各種意識調査の結果においても，「当てはまる」「ど

ちらかというと当てはまる」と答えた肯定的な回答の割

合が増えており，「対話的な学び」に対する意識の高まり

が見て取れる（図７）。児童が他の児童と思考を共有しな

がら，既習事項を活用して問題解決するよさを感じてい

ることが推察できる。 

以上のことから，「対話的な学び」が「活用力」の育成

に結び付いていたと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 今後の課題 

「教材との対話」「他者との対話」「自分との対話」のす

べてを同時に充実させようとすると，時間がかかる。１

単位時間ごとに指導内容の焦点化を図り，単元全体を見

通して軽重をつけた指導を行う必要がある。 

意識調査の結果がマイナスに変容した児童について

は，相手意識の高まりにより，自分の学びについての評

価基準が高まったことによる変化と考えられる。また，

否定的に回答した児童が一定の割合で存在することにつ

いては，一人一人の学びのよさを認め，板書に残して価

値付けることや，互いの考えのよさを実感できる振り返

りを工夫することで，「対話的な学び」のよさを実感させ

ていく必要がある。 
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図６ 検証問題の正答率 

図５  

○○ ○○ 

58 

50 

24 

39 

15 

11 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践前

（５月）

実践後

（９月）

Ｑ１

34 

29 

29 

47 

26 

24 

11 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践前

（５月）

実践後

（９月）

Ｑ２

39 

55 

37 

32 

16 

11 

8 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践前

（５月）

実践後

（９月）

Ｑ３

21 

39 

50 

42 

18 

16 

11 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実践前

（５月）

実践後

（９月）

Ｑ４

１当てはまる ２どちらかと言えば当てはまる
３どちらかと言えば当てはまらない ４当てはまらない

図７ 意識調査の変容 

Ｑ１ 算数の授業で問題を解くとき，今まで習った考え方や方法は使えない
か，考えていますか（教材との対話）  

Ｑ２ 自分の考え方を説明するとき，図や数直線などを使って，分かりやす
く説明していますか（他者との対話）  

Ｑ３ 友だちといっしょに話し合いながら，問題を解くことで，自分の考え
もすっきり整理されますか（他者との対話）  

Ｑ４ 算数の授業をふり返って，思ったことや学習する前との違いを考えま
すか（自分との対話）  
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